
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気圧値、湿度、温度などの環境データを測定するセンサと、
前記センサの測定結果を表示する 環境データ表示用指針、前記センサの測定結果に
基づいて測定値の変化を検出する変化量検出手段、及び前記変化量検出手段の検出結果に
基づいて前記環境データの変化量を表示する変化量表示用指針とを備えた環境データ表示
手段と、
時刻を指針で表示する時刻表示手段と、
前記センサ、前記環境データ表示手段、および前記時刻表示手段の駆動源となる電池と、
前記センサ、前記環境データ表示手段、および前記時刻表示手段を制御するＩＣとを有す
る

ことを特徴とする電子時計。
【請求項２】
　請求項１において、前記環境データ表示手段は、前記環境データの最大値または最小値

10

20

JP 3653746 B2 2005.6.2

複数の

電子時計において、
前記時刻表示手段は、第 1のステップモータによって駆動され、
前記環境データ表示用指針の内最小単位で表示される第１指針および前記第１指針が取り
つけられた番車からの減速輪列を介して表示される前記変化量表示用指針は、前記第２の
ステップモータによって駆動され、
前記環境データ表示用指針の内前記最小単位以外の計測単位で表示される指針は、第３の
ステップモータによって駆動される



のいずれかを含む特定データを記憶しておく特定データ記憶手段と、この記憶手段に記憶
されている特定データを表示する特定データ表示手段と、この特定データ表示手段が前記
特定データ記憶手段に記憶されている特定データを表示する直前に前記センサに環境デー
タを測定させ、その測定結果に基づいて表示すべき特定データを更新する特定データ更新
手段とを有することを特徴する電子時計。
【請求項３】
　請求項１において、前記センサの測定結果と表示とのずれを校正するための校正手段と
を有し、前記校正手段は、

前記センサに環境データを測定させ、その測定結果を前記環境データ表
示手段に表示させることを特徴とする電子時計。
【請求項４】
　請求項３において、前記校正手段は、校正動作を開始した直後にその旨の報知音を発生
する報知音発生手段を有することを特徴とする電子時計。
【請求項５】
　請求項１において、前記環境データ表示手段は、前記センサの測定結果のうちから異常
データの有無を検出する異常データ検出手段と、 異常データ検出手段による検出結果
に基づいて、前記センサの測定結果から前記異常データを除いたデータに基づいて

を演算するデータ手段とを有することを特徴とする電子時計。
【請求項６】
　 、前記環境データは、圧力値であることを特徴とする
電子時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、電子時計に関し、さらに詳しくは、センサなどを内蔵した多機能電子時計に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のセンサ付き多機能電子時計では、実開昭６１－１５４５８５号公報、または特開平
４－６４０８５号公報に記載されているように、時刻表示面とセンサとを重ならないよう
にする目的に、外装ケースの外周部に突出部を設け、そこにセンサを内蔵させている。
【０００３】
また、実開平４－４３２３８号公報には、センサとして圧力センサを電子時計に内蔵させ
て気圧計や高度計としての機能を付加し、さらに天候を表示するものも商品化されている
。
【０００４】
さらに、特開昭６０－２６０８８３号公報には、電子時計の電池寿命を延ばす目的に、各
種の検出パルスを用いた補正駆動方式を採用することが開示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の電子時計では、新たな機能を追加すると、以下に掲げるように、追
加した機能の価値を損なうほどのマイナス面があるという問題点がある。
【０００６】
　まず、第１に、新たな機能を追加するにあたって、指針式でないので、表示を確認しに
くい。
【０００７】
　第２に、気圧値を測定可能にした多機能電子時計では、その測定結果から相対高度や海
面校正した気圧値を求めようとすると、補正のための演算が必要であるため、多数の操作
ボタンを配置する必要があるとともに、その操作が極めて複雑になる。
【００１２】
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校正可能なモードに入るための操作を開始してから、モードに
入るまでの間に、

前記
前記環

境データの変化量

請求項１～５のいずれかにおいて



　以上の問題点に鑑みて、本発明の課題は、新たな機能を追加するにあたって、構造上の
マイナス面を最小限に抑えた電子時計を提供することにある。たとえば、複雑な構造や操
作を必要とすることなく、新たな機能として、気圧から高度の読みとりができ、しかも、
気圧の海面更生を行なえるセンサ付きの電子時計を提供することを課題とする。また、新
たな機能として、簡単な構成で気圧値などの環境データの変化量を表示可能な電子時計を
提供する。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明の電子時計では、
気圧値、湿度、温度などの環境データを測定するセンサと、
前記センサの測定結果を表示する 環境データ表示用指針、前記センサの測定結果に
基づいて測定値の変化を検出する変化量検出手段、及び前記変化量検出手段の検出結果に
基づいて前記環境データの変化量を表示する変化量表示用指針とを備えた環境データ表示
手段と、
時刻を指針で表示する時刻表示手段と、
前記センサ、前記環境データ表示手段、および前記時刻表示手段の駆動源となる電池と、
前記センサ、前記環境データ表示手段、および前記時刻表示手段を制御するＩＣとを有す
る

ことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の電子時計では、前記環境データ表示手段は、前記環境データの最大値ま
たは最小値のいずれかを含む特定データを記憶しておく特定データ記憶手段と、この記憶
手段に記憶されている特定データを表示する特定データ表示手段と、この特定データ表示
手段が前記特定データ記憶手段に記憶されている特定データを表示する直前に前記センサ
に環境データを測定させ、その測定結果に基づいて表示すべき特定データを更新する特定
データ更新手段とを有することを特徴する。
【００１５】
　さらに、本発明の電子時計では、前記センサの測定結果と表示とのずれを校正するため
の校正手段とを有し、前記校正手段は、

前記センサに環境データを測定させ、その測定結果を前記
環境データ表示手段に表示させることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の電子時計では、前記校正手段は、校正動作を開始した直後にその旨の報
知音を発生する報知音発生手段を有することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の電子時計では、前記環境データ表示手段は、前記センサの測定結果のう
ちから異常データの有無を検出する異常データ検出手段と、前記異常データ検出手段によ
る検出結果に基づいて、前記センサの測定結果から前記異常データを除いたデータに基づ
いて を演算するデータ手段とを有することを特徴とする。
【００３２】
本発明のいずれの形態においても、環境データとして、湿度や温度などを測定してそれを
表示することができ、特に、気圧や水圧などの圧力値を測定してそれを表示した場合には
、アウトドアライフを楽しむ者にとって便利である。
【００３３】
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複数の

電子時計において、
前記時刻表示手段は、第 1のステップモータによって駆動され、
前記環境データ表示用指針の内最小単位で表示される第１指針および前記第１指針が取り
つけられた番車からの減速輪列を介して表示される前記変化量表示用指針は、前記第２の
ステップモータによって駆動され、
前記環境データ表示用指針の内前記最小単位以外の計測単位で表示される指針は、第３の
ステップモータによって駆動される

校正可能なモードに入るための操作を開始してか
ら、モードに入るまでの間に、

前記環境データの変化量



【実施例】
図１は、本例の多機能電子時計の要部の外観を示す平面図である。
【００３４】
（全体構成および機能の概略説明）
この図において、本例のセンサ付き多機能電子時計Ｗには、センター指針としての時針１
および分針２が取り付けられているとともに、九時を示す方向には、副針としての秒針３
および二十四時針４が取り付けられている。文字板５には、時針１に対応する位置に十二
時間制の目盛り５ａが形成され、五時を示す方向と四時を示す方向との間には、カレンダ
ーを表示する日車６を透視するための窓５ｂが形成されている。
【００３５】
文字板５の三時を示す方向には、月齢を表示するための月齢車７を透視するための窓５ｃ
も形成され、時針１に連動する月齢車７により月の満ち欠けを表示している。
【００３６】
文字板５の六時を示す方向には、アラーム時刻を表示するアラーム時針８およびアラーム
分針９が配置されており、予め設定されたアラーム時刻と、現在の時刻とが一致したとき
にアラーム音が２０秒間発生するようになっている。アラーム時刻の設定は、四時を示す
方向に設けられた四時龍頭１５を操作することにより行なうようになっている。
【００３７】
たとえば、四時龍頭１５を通常位置に押し込んだ状態では、いわゆるワンタッチ・アラー
ムモードであり、アラーム音を１回発生すると、アラームセットが解除される。この状態
では、八時方向にある八時ボタン１４を押すたびにアラーム分針９、およびアラーム時針
８が１分単位で運針されるので、アラーム時刻を所定の時刻に設定できる。従って、最大
で１２時間のアラーム設定が可能である。また、八時ボタン１４を押し続けると、アラー
ム分針９およびアラーム時針８は、加速的に連続回転するので、アラーム時刻を短時間で
設定できる。
【００３８】
四時龍頭１５を一段階引き出した状態では、いわゆるデイリーアラームモードになり、設
定時刻になると、アラーム音が毎日１２時間サイクルで２回発生する。この状態でも、八
時ボタン１４を押すと、アラーム分針９およびアラーム時針８が１分単位で回転するので
、アラーム時刻を設定できる。また、八時ボタン１４を押し続けると、アラーム分針９お
よびアラーム時針８は、加速的に連続して回転するので、アラーム時刻を短時間で設定で
きる。
【００３９】
四時龍頭１５を二段階引き出した状態では、時差修正モードになり、八時ボタン１４を押
す度に、アラーム分針９およびアラーム時針８が１時間単位で運針されるので、アラーム
設定時刻を時差修正することができる。この状態で、四時龍頭１５を回転させると、時針
１を単独で回転させることができ、この方法でも、時差修正を行なうことができる。
【００４０】
なお、アラーム時針８およびアラーム分針９は、ワンタッチ・アラームモードの場合には
、アラーム音を発生させた以降、１２時間制で時刻を１分ステップで表示する。この場合
の動作は、時針１、および分針２などとは独立している。従って、アラーム時針８および
アラーム分針９の時刻合わせを行なう場合がある。この場合には、小秒針３が０秒位置に
きたときに、三時龍頭１６を二段階引出した後、八時ボタン１４を押して時刻を合わせ、
しかる後に、時報に合わせて三時龍頭１６を通常状態にまで押し込む。また、三時龍頭１
６を二段階引き出した状態で三時龍頭１６を回転させることによっても、時刻修正が可能
である。なお、三時龍頭１６を引き出す度に報知音を発生するようにすることにより、ユ
ーザの使い勝手を高めてある。
【００４１】
また、三時龍頭１６を一段階引き出した状態で、三時龍頭１６を回転させることによって
、カレンダー修正と月齢修正とが可能である。さらに、三時龍頭１６は、通常位置にある
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ときには、後述の気圧表示機能を切り換えるスイッチとしての機能も有する。
【００４２】
本例のセンサ付き多機能電子時計において、センター位置には、１ステップで２ｈＰａを
表示する気圧針１１が設けられ、文字板５の周囲に取り付けられたダイヤルリング１７に
は、気圧目盛り１８が付されている。文字板５の十二時を示す方向には、気圧の最小単位
を示す小気圧針１０が設けられ、その周囲には小気圧目盛り１１ａが印刷されている。通
常の携帯時には、三時龍頭１６を通常状態に押し込んでおけば、後述する気圧センサによ
り、気圧値が１０分間に１回測定され、測定されたデータは、アナログ・デジタル変換さ
れた後、小気圧針１０および気圧針１１で表示されるようになっている。また、三時龍頭
１６を通常状態に押し込んだ状態で、二時を示す方向に設けられた二時ボタン１２を押す
ことによって、気圧の連続測定モードになり、５秒に１回、気圧の連続測定を５分間行な
うようになっている。さらに、十時を示す方向に設けられた十時ボタン１３を押すと、最
低気圧呼出モードになり、これまで測定した気圧値のうち最低の気圧値を小気圧針１０お
よび気圧針１１によって表示するようになっている。なお、気圧の最低値に代えて、気圧
の最高値を表示してもよいが、気圧の場合には、最低値を表示して天候の悪化を監視でき
るようにした方が使い勝手がよい。
【００４３】
ダイヤルリング１７の外周側には、気圧目盛り１８に対して同心円状に回転ベゼル１９が
配置され、この回転ベゼル１９は、円周方向に回転可能である。回転ベゼル１９の上面に
は、高度目盛り２０が形成されている。従って、気圧針１１の位置と、ダイヤルリング１
７の気圧目盛り１８から気圧値を読みとることが可能であるとともに、高度目盛りから相
対高度を読みとることが可能である。すなわち、高度が１０ｍ高くなれば、一般的には、
気圧が１２ｈＰａから８ｈＰａ変化するからである。たとえば、現在地点が高度０ｍであ
り、気圧値が１０１３ｈＰａである場合には、回転ベゼル１９を回転させて、高度目盛り
２０の高度０ｍを１０１３ｈＰａに合わせる。この状態から標高の異なる地点に移動した
とき、気圧針１１が９００ｈＰａを示した場合には、気圧針１１と高度目盛り２０から約
１０００ｍの高度位置にまできたことを視認できる。また、大気圧が１日に変化する量は
、２ｈＰａから３ｈＰａ程度であり小さい。従って、移動に要した時間が短時間であれば
、周知の高度位置からの相対高度を知ることができる。
【００４４】
また、本例のセンサ付き多機能電子時計Ｗでは、現在の気圧値とその場所の高度とがわか
れば、実際に測定した気圧値を高度０ｍで測定した値に修正する海面更生を行なうことが
可能である。一般に、テレビや新聞などで発表される天気図には、気圧分布を見やすいよ
うに、一定の高さ（海面上）での気圧値に更生した値で気圧配置を示してある。このため
、実際に測定した気圧値と、新聞などで発表された気圧値とを比較する場合には、実際に
測定した気圧値を更生する必要がある。このような更生も、本例のセンサ付き多機能電子
時計Ｗでは、回転ベゼル１９の簡単な操作により海面更生を行なう。たとえば、高度１０
００ｍで気圧値が９００ｈＰａであった場合に、回転ベゼル１９を回転して高度目盛り２
０の高度１０００ｍと気圧目盛り１８の９００ｈＰａとを合わせ、この状態で高度０ｍの
位置の気圧を読みとる。このときの値が１０１２ｈＰａであれば、天気図上の気圧でいう
１０１２ｈＰａの気圧の中にいることがわかる。
【００４５】
さらにまた、本例では、センター針として、現在の気圧と約３時間前の気圧との差を示す
気圧傾向針２１が設けられている。気圧傾向針２１は、三時方向をプラスマイナス零とし
、右上方向にあると、気圧がプラス傾向、右下方向にあると、気圧がマイナス傾向にある
ことを示している。従って、気圧傾向針２１から大気圧の変化をみれば、天候がよい方向
に向かっているか、あるいは悪い方向に向かっているかをある程度知ることができる。一
般に、気圧が高くなりつつあるときには天候が回復傾向にあり、逆に、気圧が低くなるつ
つあるときには、天候が下り傾向にあると判断できるからである。
【００４６】
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（駆動系の構成）
図２乃至図８を参照して、本例のセンサ付き多機能電子時計の機構系を説明する。図２は
、本例のセンサ付き多機能電子時計の輪列、モータ、切換機構、およびスイッチング機構
の構成を示す平面図である。
【００４７】
図２において、本例では、４つのステップモータ２３、３５、５４、４７が内蔵されてお
り、これらのステップモータは、いずれもコイルブロック、ステータ、およびロータで構
成されている。コイルブロックは、高透磁率材からなる磁芯、それに巻かれたコイル、そ
の両端を導通可能に処理したコイルリード基板、コイル枠から構成されている。ステータ
は、磁芯と同様、高透磁率材から構成されている。ロータでは、ロータ磁石に金属製のか
なが取り付けられている。
【００４８】
ステップモータ２３、３５、５４、４７は、いずれもＣＰＵ－ＩＣ４０から出力される駆
動パルスによって回転する。また、時計体の電源には、後述するコイン型のリチウム電池
が用いられており、コイルには３ｖの直流電圧が印加されるようになっている。
【００４９】
これらのステップモータのうち、Ａ系列のステップモータ２３は、通常時刻を表示するた
めの駆動源であり、図３に示すように、ロータ２４、五番車２５、四番車２６、三番車２
７、および二番車２８からなる輪列を回転駆動するようになっている。これらの車のうち
、二番車２８は、時計体のセンター位置にある。この輪列には、日の裏車２９および筒車
３０も機構的に接続し、そのうち、筒車３０は、時計体のセンター位置にある。小秒針３
３は、図４に示すように、五番車２５に機構的に接続され、通常時刻の秒表示を行なうよ
うになっている。このようにして、本例では、時刻表示用指針の回転により時刻を表示す
る時刻表示手段が構成されている。
【００５０】
図２および図５において、Ｂ系列のステップモータ３５は、気圧および高度を表示するた
めの駆動源であり、図５に示すように、ロータ３６、第１の気圧表示用中間車３７、第２
の気圧表示用中間車３８、および気圧表示車３９からなる輪列を正逆方向（時計周りの方
向および反時計周りの方向）のいずれの方向にも回転駆動するようになっている。これら
の車のうち、気圧表示車３９は、時計体のセンター位置にあり、それに気圧針１１が取り
付けられている。ここで、気圧針１１は、時計体のセンター位置で２ｈＰａ単位で５００
ｈＰａから１０５０ｈＰａまでの気圧を表示するとともに、これらの気圧を標準高度に換
算すれば、海面下３００ｍから海抜５５００ｍまでの高度も表示できるようになっている
。なお、ステップモータ３５およびステップモータ２３には、電気的抵抗値が約３ｋΩの
同じタイプのコイルブロックを用いてあり、約１０Ａ程度の起磁力を発生する。
【００５１】
図２および図６において、Ｃ系列のステップモータ５４は、アラーム設定時刻を表示する
ための駆動源であり、ロータ４１、アラーム用中間車５５、アラーム用分車５６、アラー
ム日の裏車５７、アラーム用筒車５８からなる輪列を回転駆動するようになっている。こ
れらの車のうち、アラーム用分車５６、およびアラーム用筒車５８は、六時を示す方向に
おいてアラーム時針８およびアラーム分針９をそれぞれ運針するようになっている。ここ
で、ステップモータ５４は、アラーム時刻の通常の設定時には、１分単位で運針するが、
八時ボタン１４を押すと、毎秒６４ステップで正転方向に早送り可能である。なお、ステ
ップモータ５４は、他のステップモータ２３、３５に比して占有面積が小さい。また、ス
テップモータ５４のコイルは、細い導線が用いられているので、その電気的抵抗値が約２
．６ｋΩであり、約８Ａの起磁力を有する。
【００５２】
図３および図７において、Ｄ系列のステップモータ４７は、１０ｈＰａ未満の気圧値を１
ｈＰａ単位で気圧値の表示を行なうとともに、気圧の相対的な変化を表示するための駆動
源であり、１ｈＰａ単位用ロータ４８、１ｈＰａ単位用中間車４９、および１ｈＰａ単位
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用表示車５０からなる輪列を回転駆動するようになっている。これらの車のうち、１ｈＰ
ａ単位用表示車５０は、十二時を示す方向において、その先端に小気圧針１０が取り付け
られている。
【００５３】
１ｈＰａ単位用ロータ４８のかな４８ａは、１ｈＰａ単位用中間車４９の歯車４９ｂに噛
み合い、１ｈＰａ単位用中間車４９のかな４９ａは、１ｈＰａ単位用表示車５０の歯車５
０ｂに噛み合っており、１ｈＰａ単位用ロータ４８のかな４８ａから１ｈＰａ単位用表示
車５０の歯車５０ｂまでの減速比は、１／１５である。また、１ｈＰａ単位用ロータ４８
は、１ステップで１８０°回転するため、１ｈＰａ単位用表示車５０は、３０ステップで
１周３６０°を回転するようになっている。また、ＣＰＵ－ＩＣ４０は、気圧が１ｈＰａ
変化すると３ステップ分の駆動パルスをステップモータ４７に出力するので、１ｈＰａ単
位用表示車５０に取り付けられている小気圧針１０は、１周１０ｈＰａ分を１ｈＰａ毎に
表示するようになっている。このようにして、本例では、小気圧針１０および気圧針１１
を環境データ表示用指針として気圧値（環境データ）を表示する気圧表示手段（環境デー
タ表示手段）が構成されている。
【００５４】
なお、ＣＰＵ－ＩＣ４０がステップモータ４７に出力する３ステップ分の駆動パルスは、
その間隔が１５ｍｓから３０数ｍｓと非常に短いため、見た目には、小気圧針１０は、１
回で１目盛り分を回転したときと同様に見えるので、ユーザーにとって、違和感がない。
また、１目盛り分を３分割してあるため、小気圧針１０の取付け角度位置や文字板の印刷
位置に誤差があっても、小気圧針１０の位置と、目盛りの位置とのずれを軽減できる。
【００５５】
また、本例では、１ｈＰａ単位用表示車５０からは、目安表示用中間車５１、目安表示用
伝達車５２、および目安表示車５３からなる輪列に回転駆動力が伝達されるようになって
いる。すなわち、１ｈＰａ単位用表示車５０のかな５０ａは、目安表示用中間車５１の歯
車５１ｂに噛み合い、目安表示用中間車５１のかな５１ａは、目安表示用伝達車５２の歯
車５２ｂに噛み合っている。目安表示用伝達車５２のかな５２ａは、目安表示車５３の歯
車５３ｂに噛み合っており、この目安表示車５３の回転軸の先端には、気圧（環境データ
）の相対的な変化を表示するための気圧傾向針２１（変化量表示用指針）が取り付けられ
ている。
【００５６】
再び、図２において、三時方向には、三時龍頭１６が取り付けられる第１の巻真６４が配
置されている。第１の巻真６４の先端側には、おしどり６２およびかんぬき６３が機構的
に接続されている。おしどり６２およびかんぬき６３には規制レバー６５が係合している
。ここで、第１の巻真６４を２段階引き出すと、規制レバー６５は、四番車２６の回転を
規制するようになっており、四番車２６の回転を規制すると、ロータ２４が停止し、小秒
針３の運針が停止するようになっている。この状態でも、二番歯車２８ａは、一定のすべ
りトルクをもって二番かな２８ｂと結合しているため、小鉄車６７、日の裏車２９、二番
車かな２８ｂ、および筒車３０は回転が可能である。従って、時針１および分針２は、回
転が可能である。それ故、第１の巻真６４を二段階引き出すことにより、時針１および分
針２の時刻合わせが可能である。
【００５７】
また、第１の巻真６４を一段階引き出した状態で、第１の巻真６４を回転させると、その
回転力は、つづみ車６６および小鉄車６７を介して日の裏車２９に伝わり、カレンダーの
修正が可能である。
【００５８】
四時方向には、四時龍頭１５が取り付けられる第２の巻真７０が配置されている。この第
２の巻真７０には、アラーム用おしどり６８が機構的に接続されている。ここで、四時龍
頭１５は、アラーム時刻を設定するとき、および時針１を単独で修正するときに用いる。
すなわち、第１の巻真６４を二段階引き出した状態で、四時龍頭１５を操作して、第２の
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巻真７０を回転させて時刻修正用つづみ６９を回転させることにより、時針１のみを回転
させることが可能である。
【００５９】
なお、二時、十時、および八時方向には、それぞれスイッチレバー７１、７２、７３がそ
れぞれ取り付けられている。これらのスイッチレバー７１、７２、７３は、それぞれ二時
ボタン１２、十時ボタン１３、および八時ボタン１４に機構的に接続しており、これらの
ボタンを操作したときの感触を高めている。
【００６０】
（小気圧針と気圧傾向針との関係）
次に、小気圧針１０と気圧傾向針２１との機構的な関係を説明する。
【００６１】
再び、図１において、気圧傾向針２１を備える気圧傾向表示部２２は、三時を示す方向に
おいて、二時を示す方向から四時を示す方向に至る角度範囲に構成されている。気圧傾向
表示部２２では、三時方向をプラスマイナス零とし、そこから６°毎の角度間隔でプラス
側およびマイナス側の双方に５目盛りが付されている。ここで、１目盛りは、約３時間前
に測定した気圧と、今回測定した気圧との相対的な差が１ｈＰａであることを表示する。
たとえば、今回新たに測定した気圧が１０１５ｈＰａであり、約３時間前の測定値は１０
１３ｈＰａであれば、３時間のうちに２ｈＰａ分だけ気圧が高くなったとして、気圧傾向
針２１は、１２°斜め上向きの方向を指す。逆に、３時間前の測定値が１０１７ｈＰａで
あれば、気圧傾向針２１は、斜め下向きの方向を指す。以降、気圧傾向針２１は、３０分
に一度、気圧の相対的な差を更新しながら表示する。
【００６２】
ここで、気圧傾向針２１は、小気圧針１０と連動して回転し、しかも、小気圧針１０は、
測定した気圧値を表示するのに対して、気圧傾向針２１は、気圧の変化を表示する。すな
わち、１周３６０°を回転可能な小気圧針１０（第１の指針）と駆動源が同じで、小気圧
針１０とは異なる単位系、および異なる角度範囲で回転する気圧傾向針２１（第２の指針
）が構成されている。それにもかかわらず、本例では、小気圧針１０および気圧傾向針２
１のいずれをも、一つのステップモータ４７で駆動できるように、以下の構成にしてある
。
【００６３】
まず、気圧の測定が５秒または１０分毎に行なわれ、今回測定した気圧値と、３時間前に
測定した気圧値との相対比較の結果を、気圧傾向針２１は、３０分毎に更新しながら表示
する。ここで、更新時期と更新時期との間に気圧が変化して、小気圧針１０が回転すると
き、気圧傾向針２１も回転する。しかしながら、図２および図６を参照して説明したとお
り、１ｈＰａ単位用表示車５０のかな５０ａから目安表示車５３までの減速比は、１／１
２０であるため、目安表示車５３の回転角度は、極めて小さい。しかも、現実には、大気
圧が１時間のうちに変化する量は、大きくても２ｈＰａから３ｈＰａである。従って、３
０分間における小気圧針１０の回転角度が７２°であっても、このときの目安表示車５３
の回転角度は、０．６°程度にすぎない。
【００６４】
従って、気圧傾向針２１は、表示の更新時期の間に気圧の変動があってもプラスマイナス
１／４目盛りの範囲を回転するだけである。しかも、気圧傾向針２１の機能は、気圧の相
対変化をその傾斜角によって示すだけでよいものであり、厳密性を強く求められるもので
はない。それ故、１つのステップモータで駆動することに起因して、更新時期と更新時期
との間において、気圧傾向針２１が小気圧針１０とともに回転しても、実使用上の問題点
がない。逆に、同じ駆動モータで駆動される２つの指針があるので、部品点数を大幅に増
やすことなく、表示可能な情報量を増やすことができる。
【００６５】
なお、小気圧針１０から気圧傾向針２１までの間には、２つの中間車が設けられているの
で、回転方向が逆である。また、小気圧針１０が１周３６０°を回転すると、気圧傾向針
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２１は、逆方向に３°回転する。逆に、気圧の相対的な変化がプラス２ｈＰａであるとき
、小気圧針１０は、４周を逆方向に回転して元の気圧表示の目盛り位置を指す。
【００６６】
また、小気圧針１０と気圧傾向針２１との取付け位置は、小気圧針１０が０位置（１２時
方向）にあるとき、気圧傾向針２１は、０位置（三時を示す方向）に対して１．５°の角
度分（１／４目盛り）だけ斜め下方に向けて取り付けられている。従って、小気圧針１０
が正回転方向（時計周りの方向）に気圧傾向針２１の５目盛り分回転したときでも、気圧
傾向針２１は、目盛り上を逆回転方向（反時計周りの方向）に回転する。気圧が低下した
ことを表示できる範囲を広く確保した方が、天候の悪化を監視しやすいという点で便利で
あるからである。また、小気圧針１０は、９ｈＰａの位置にくるまで正回転方向に回転し
た後、そこから１ｈＰａ上昇するときには、逆方向（反時計周りの方向）に回転して０ｈ
Ｐａを指す。このとき、気圧傾向針２１は、再び０位置（三時を示す方向）に対して１．
５°の角度分（１／４目盛り）だけ斜め下方を指す。同様に、気圧が降下し、小気圧針１
０が逆転して１周する場合には、気圧傾向針２１は、正回転方向に回転して０ｈＰａに戻
る。
【００６７】
（小気圧針および気圧傾向針の０°位置合わせ）
次に、電池を交換したときなどに行なう小気圧針１０と気圧傾向針２１の０°位置合わせ
の方法を説明する。
【００６８】
まず、三時龍頭１６を二段階引き出した後に、二時ボタン１２および十時ボタン１３を同
時に押すことによりシステムリセットして、ＣＭＯＳ－ＩＣに内蔵されたＣＰＵを初期化
した後に、二時ボタン１２を押すと、小気圧針１０は、逆方向（反時計周りの方向）に回
転する。ここで、図８に示すように、目安表示車５３には、左右対称に１５枚の歯形が２
組形成され、歯形のない部分がある。従って、この歯形のない部分によって、気圧傾向針
２１の回転は、所定の角度位置で強制的に停止するようになっている。それ故、ＣＰＵ－
ＩＣ４０からの逆転駆動パルスの出力が終了した後に、小気圧針１０を０°位置に合わせ
るのに、気圧傾向針２１の停止位置を基準にすることができる。
【００６９】
また、指針の動く範囲が規定されているため、六時を示す方向にある副針（アラーム設定
時刻表示用の指針）などと干渉することがない。従って、他の副針を同じ高さ位置に設定
でき、針の高さ位置を低く抑えることができる。それ故、本例では、センター位置に４本
の針が取り付けられているが、気圧傾向針２１とアラーム時針８とを文字板５から同じ高
さ位置に設定することにより、時針１および分針２の高さ位置を従来の３針タイプの多軸
時計と同じ高さ位置に設定することができる。
【００７０】
（センサの配置構造）
図９において、時計の各構成部品は、基枠である地板５５に支持された状態にある。地板
５５には、外周寄りの位置には、センサ取付け用のセンサ収納部５５ａが凹部として形成
されており、そこに圧力センサ５６が収納されている。ここで、センサ収納部５５ａは、
図２に示すように、いずれの輪列、およびステップモータ２４、３５、５４、４７とも平
面的にずらした位置に形成されている。
【００７１】
再び、図９において、センサ収納部５５ａでは、圧力センサ５６と地板５５との間に第１
のパッキン５７が配置されている。第１のパッキン５７は、センサ押さえ板５８がねじ止
めされることにより、圧力センサ５６とセンサ収納部５５ａとの間に挟まれた状態にあり
、そこでの防水性を確保している。地板５５には、センサ収納部５５ａから地板５５の表
面に抜ける第１の貫通孔５５ｂが形成されている。ここで、第１の貫通孔５５ｂは、セン
サ収納部５５ａの中心から外周寄りにずれた位置に形成されている。第１の貫通孔５５ｂ
は、外装ケース３２に斜めに形成された第２の貫通孔３２ａに連通している。外装ケース

10

20

30

40

50

(9) JP 3653746 B2 2005.6.2



３２の外面側では、第２の貫通孔３２ａが回転ベゼル１９の下方位置で開口しており、回
転ベゼル１９と外装ケース３２との間には、隙間１９ａが確保されている。従って、圧力
センサ５６のセンシング面は、貫通孔５５ｂ、３２ａからなる必要最小限の通路を介して
外気に連通している。このような構成によれば、回転ベゼル１９が第２の貫通孔３２ａの
外面側開口を覆っているので、保護板などを用いなくても第２の貫通孔３２ａおよび第１
の貫通孔５５ｂにほこりやごみなどが侵入することを防止できる。また、回転ベゼル１９
に代えて、その他の時計体の固定枠で覆ってもよい。
【００７２】
本例では、第１の貫通孔５５ｂは、地板５５の筒部５５ｃを貫通するように形成され、こ
の筒部５５ｃは、周囲に第２のパッキン５９が装着された状態で第２の貫通孔３２ａの拡
張部分３２ｂ（凹部）に嵌め込まれている。この第２のパッキン５９は、地板５５と外装
ケース１９との間の防水性を確保している。
【００７３】
このように、本例では、圧力センサ１９が地板５５の外周寄りの位置に配置されているた
め、日車６やステップモータ２３、３５、４７、５４などと重ならない位置に配置できる
。また、第１の貫通孔５５ｂは、センサ収納部５５ａの外周寄りの位置に形成されている
ので、第２の貫通孔３２ａも、日車６などの部品から離れた位置に形成できる。また、セ
ンサ収納部５５ａをいずれの輪列、およびステップモータ２４、３５、５４、４７からも
平面的にずらした位置に形成してあるので、地板５５や外装ケース１９は、薄いままでよ
い。しかも、地板５５や外装ケース１９の外周側に突出部分を形成しなくても、貫通孔５
５ｂ、３２ａやセンサ収納部５５ａの形成位置を確保することができる。それ故、薄い時
計体を構成できるとともに、回転ベゼル１９（円形ムーブメント）からセンサ収納部５５
ａが張り出さないデザイン的にも優れたセンサ付き多機能電子時計Ｗを実現することがで
きる。
【００７４】
（別の形態におけるセンサの配置構造）
なお、図１０に示すように、地板５５、センサ押さえ板５８、およびセンサ枠６１によっ
てセンサ収納部５５ｄを構成し、そのうち、地板５５の内面に位置する回路スペーサ６０
とセンサ押さえ板５８とによって、圧力センサ５６を挟むようにしてもよい。この場合に
も、第１の貫通孔５５ａをセンサ収納部５５ｄの外周寄りの位置に形成することによって
、日車６やステップモータ２３、３５、４７、５４などと重ならない位置に第１の貫通孔
５５ａを形成できる。それ故、センサ付き多機能電子時計の薄型化に有利である。
【００７５】
（電子部品の配置構造）
さらに、図１１にも示すように、圧力センサ５６は、センサ押さえ板５８をねじ７７、７
８で止めてある。このため、第１のパッキン５７および第２のパッキン５９は、確実に押
さえられているので、防水性が高い。
【００７６】
なお、図１１において、圧力センサ５６は、回路カバー８１により完全に保護されている
。この回路カバー８１は、圧力センサ５６のアナログ信号をデジタル信号に変換するＡ／
Ｄ変換ＩＣ７６（アナログデジタル変換ＩＣ）も覆っている。電池７４は、ねじ７９、８
０で着脱自在な電池押さえ７５により押さえつけられた状態で装着されている。ここで、
圧力センサ５６、Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６、および電池７４も、互いに重ならない位置にある
ので、センサ付き多機能電子時計の薄型化に有利である。
【００７７】
（制御系の構成）
図１２は、本例のセンサ付き多機能電子時計の回路結線図である。
【００７８】
この図において、本例のセンサ付き多機能電子時計Ｗの電子回路系は、その時刻表示系お
よび気圧表示系を制御するＣＰＵ－ＩＣ４０、ダイヤフラム上に形成されたピエゾ抵抗の
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ピエゾ抵抗効果を利用して５００ｈＰａから１０５０ｈＰａまでの圧力を測定可能な圧力
センサ５６（半導体センサ）、および圧力センサ５６の測定結果をデジタル信号化するＡ
／Ｄ変換ＩＣ７６から大略構成されている。
【００７９】
ＣＰＵ－ＩＣ４０は、ワンチップ上にコアＣＰＵ、プログラムメモリ、モータドライバ、
モータ運針制御回路などを集積したアナログ電子時計用のマイクロコンピュータである。
ＣＰＵ－ＩＣ４０に対しては、内蔵の発振回路の源振となるべき音叉型水晶振動子８７、
および内蔵の定電圧回路の電圧変動を抑えるための容量が０．１μＦのキャパシタ８８が
回路接続している。ＣＰＵ－ＩＣ４０には、かんぬき６３の一部に形成されたスイッチ８
９、およびアラーム用おしどり６８の一部に形成されたスイッチ９０を介して、三時龍頭
１６および四時龍頭１５に対して行なわれた操作内容が入力されるようになっている。そ
のうち、スイッチ８９は、第１の巻真６４の動きに連動して、三時龍頭１６を一段階引き
出したときに端子ＲＡ１と閉じ、二段階引き出したときに端子ＲＡ２と閉じるようになっ
ている。スイッチ９０は、第２の巻真７０の動きに連動して、四時龍頭１５を一段階引き
出したときに端子ＲＢ１と閉じ、二段階引き出したときに端子ＲＢ２と閉じるようになっ
ている。また、ＣＰＵ－ＩＣ４０には、二時ボタン１２、十時ボタン１３、および八時ボ
タン１４の操作に連動するスイッチ９１、９２、９３が構成されており、これらのスイッ
チは、二時ボタン１２、十時ボタン１３、および八時ボタン１４をプッシュ時にその旨の
信号を入力するようになっている。また、ＣＰＵ－ＩＣ４０からは保護ダイオード付きの
トランジスタ９６に制御信号が出力されており、昇圧コイル９４、および腕時計ケースの
裏蓋側に取り付けられた圧電ブザー９５によって、確認用のブザー音（報知音）を必要に
応じて発するようになっている。さらに、ＣＰＵ－ＩＣ４０は、各ステップモータ２４、
３５、５４、４７のコイルブロック８３、８４、８５、８６に駆動パルスを出力するよう
になっている。
【００８０】
Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６には、積分回路、二重積分を行なうためのタイミング制御回路、アナ
ログ信号を増幅するためのプリアンプ、圧力センサ５６を駆動するための定電圧発生回路
などが内蔵されている。また、Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６には、積分回路の一部を構成する積分
コンデンサ１３１、および積分抵抗１３２が回路接続されている。さらに、Ａ／Ｄ変換Ｉ
Ｃ７６には、デジタル変換すべきアナログ信号を増幅するためのプリアンプの一部を構成
する抵抗１３３、１３４と、内蔵の定電圧回路の電圧を安定化するための容量が０．１μ
Ｆのキャパシタ１３５とが回路接続されている。
【００８１】
ＣＰＵ－ＩＣ４０とＡ／Ｄ変換ＩＣ７６とは、信号線１５１～１５５、および信号線１５
６～１５９で電気的に接続されている。ＣＰＵ－ＩＣ４０からＡ／Ｄ変換ＩＣ７６へは、
信号線１５１～１５５を介し、Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６を制御するための基準クロック信号、
およびＡ／Ｄ変換開始信号などが出力されるようになっている。Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６から
ＣＰＵ－ＩＣ４０へは、信号線１５６～１５９を介して、Ａ／Ｄ変換結果が出力されると
ともに、信号線１６０を介して、Ａ／Ｄ変換が終了した旨の信号も出力されるようになっ
ている。
【００８２】
（ＣＰＵ－ＩＣの構成）
図１３は、ＣＰＵ－ＩＣ４０の機能を示すブロック図である。
【００８３】
この図において、ＣＰＵ－ＩＣ４０のコアＣＰＵ２０１には、ＡＬＵ（演算装置）、演算
用レジスタ、スタックポインタ、インストラクションレジスタ、およびインストラクショ
ンデコーダなどが構成されており、周辺回路とは、メモリマップＩ／Ｏ方式によりアドレ
スバス、およびデータバスで接続されている。プログラムメモリ２０２は、マスクＲＯＭ
で構成され、ＩＣを動作させるためのソフトウエアを格納してある。このプログラムメモ
リ２０２のアドレスは、アドレスデコーダ２０３によって指定する。
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【００８４】
データメモリ２０４は、ＲＡＭで構成され、そのアドレスは、アドレスデコーダ２０５に
よって指定する。データメモリ２０４は、図１４に示すように、秒カウンタ６０１、およ
び時分カウンタ６０２に加えて、気圧値６０３、気圧針針位置６０４、小気圧針針位置６
０５、気圧針の現在の針位置６０６、小気圧針の現在の針位置６０７、気圧針針位置と現
在の針位置との差６０８、小気圧針針位置と現在の針位置との差６０９、アラームセット
時刻６１０、３時間前の気圧６１１、３時間前との気圧差６１２を記録するカウンタが構
成されている。なお、本例では、気圧差６１２（環境データの変化量）を演算する変化量
検出手段としての機能をコアＣＰＵ２０１が担っている。
【００８５】
再び、図１３において、発振回路２０は、端子Ｘ IN、Ｘ OUT に接続された音叉型水晶発振
子８７を源振として３２７６８Ｈｚで発振する。発振回路２０から出力された３２７６８
Ｈｚの信号は、分周回路２０７で１Ｈｚの信号に分周される。サウンドジェネレータ２０
８は、コアＣＰＵ２０１からの命令に基づいてブザー駆動信号を形成し、端子ＡＬに出力
する。インタラプト制御回路２１５は、分周回路２０７、モータ運針制御回路２０９、入
出力制御回路２１１と接続され、タイマ割り込み、モータ制御割り込み、およびキー割り
込みをコアＣＰＵ２０１に出力する。
【００８６】
モータ運針制御回路２０９は、コアＣＰＵ２０１からの命令により正回転駆動パルス、逆
回転駆動パルス、および補正駆動パルスを発生し、Ａ系列からＤ系列のモータドライバ２
１０～２１３に出力する。これらのモータドライバ２１０～２１３は、モータ運針制御回
路２０９で生成された正回転駆動パルス、逆回転駆動パルス、および補正駆動パルスをＡ
系列からＤ系列の対応するステップモータ２３、３５、５４、４７にそれぞれ出力する。
【００８７】
入出力制御回路２１４は、二時ボタン１２、十時ボタン１３、および八時ボタン１４のス
イッチ９１～９４に対応する端子Ａ～Ｃ、三時龍頭１６のスイッチ８９に対応する端子Ｒ
Ａ１、ＲＡ２、四時龍頭１５のスイッチ９０に対応する端子端子ＲＢ１、ＲＢ２、入力端
子Ｄ１～Ｄ５、および出力端子Ｐ１～Ｐ５を制御する。また、入出力制御回路２１４は、
発振回路２０６と接続され、コアＣＰＵ２０１からの命令に基づいて、出力端子Ｐ１に３
２７６８Ｈｚのクロック信号を出力する。
【００８８】
（Ａ／Ｄ変換ＩＣの構成）
図１５は、Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６の機能を示すブロック図である。
【００８９】
図において、定電圧発生回路３０６は、圧力センサ５６を駆動するための電圧Ｖｓ、およ
びＡ／Ｄ変換に必要な各レベルの基準電圧を発生している。圧力センサ５６が駆動される
と、圧力に応じた電圧が発生し、それが入力端子ＩＮ１、ＩＮ２より入力される。入力端
子ＩＮ１、ＩＮ２より入力された差動入力電圧は、差動－シングルエンド変換回路３０１
において基準電圧に対する電位差に変換される。この電位差を示すアナログ信号は、プリ
アンプ３０２で数倍、または数十倍に増幅される。その増幅率は、端子ＶＣ１、ＲＯ、Ｒ
１に接続される抵抗１３３、１３４の抵抗値の比によって規定されるので、入力端子ＩＮ
１、ＩＮ２から入力されたアナログ信号をどのレベルの分解能をもつデジタル信号にする
かによって、抵抗１３３、１３４の抵抗値を設定する。Ａ／Ｄコンバータ３０３は、端子
Ｒ３、Ｒ２、Ｃ０に積分抵抗１３２および積分キャパシタ１３１を接続して使用される。
実際の動作において、Ａ／Ｄコンバータ３０３の状態は、時系列的には正積分時間と逆積
分時間とに分かれ、そのうち正積分時間は、タイミング制御回路３０５により制御される
。Ａ／Ｄ変換結果は、１２ビットで格納されており、ＣＰＵ－ＩＣ４０から入力端子Ｉ２
、Ｉ３を介して入力される制御信号に基づいて、４ビットずつに区切られた３つの４ビッ
トデータのうちのいずれかが出力端子Ｏ１、Ｏ２・・から出力されるようになっている。
このようなマルチプレクサなどにより、インターフェース回路３０４が構成されている。
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【００９０】
（運針動作）
このように構成した駆動系、および制御系によって行なわれる時刻および気圧値の表示動
作を、図１６を参照して説明する。
【００９１】
図１６は、本例のセンサ付き多機能電子時計の表示動作を示すフローチャートである。な
お、以下に説明する動作は、三時龍頭１６および四時龍頭１５のいずれをも通常状態にま
で押し込んだ状態で行なわれる。
【００９２】
まず、１Ｈｚのタイマ割り込みがあると、ステップＳＴ１０１で端子ＲＡ２がＯＦＦであ
るか否か、すなわち、三時龍頭１６が２段階引き出された状態にあるか否かを判断する。
ここで、三時龍頭１６が２段階引き出されていないと判断した場合には、ステップＳＴ１
０２で、コアＣＰＵ２０１は、モータ運針制御回路２０９に正回転駆動パルス出力命令を
出力し、Ａ系列のモータドライバ２１０は、Ａ系列のステップモータ２３に対して正回転
駆動パルスを出力する。その結果、ステップモータ２３が正方向に１８０°回転し、小秒
針３を右周り（正回転の方向）に６°回転させて、秒表示を行なう。また、分針２、時針
１、２４時針４も輪列を介して小秒針３と連動して運針する。
【００９３】
一方、気圧の測定、およびその表示は、以下のとおり行なわれる。
【００９４】
１Ｈｚのタイマ割り込みがあった以降、ステップＳＴ１０３では、秒カウンタ６０１に「
１」を加算する。ステップＳＴ１０４で分の桁上げがあるか否かを判断し、分の桁上げが
あれば、ステップＳＴ１０５で時分カウンタ６０２に「１」を加算する。
【００９５】
ステップＳＴ１０６で正１０分になったか否かを判断し、正１０分であると判断した場合
には、以降、気圧の測定、およびその表示を実行する。
【００９６】
この気圧の測定の処理では、まず、ステップＳＴ１０７で端子Ｐ１より３２７６８Ｈｚの
クロック信号を出力した後、ステップＳＴ１０８～ステップＳＴ１０９で、出力端子Ｐ２
～Ｐ５を順次、「Ｈ」レベルとする。この切換に基づいて、Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６で圧力セ
ンサ５６の検出結果（アナログ信号）をデジタル変換し、このＡ／Ｄ変換が終了すると、
Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６の出力端子Ｏ５を「Ｈ」レベルにする。この出力端子Ｏ５は、ＣＰＵ
－ＩＣ４０の入力端子Ｄ５に接続しているので、入力端子Ｄ５が「Ｈ」レベルになるまで
、ステップＳＴ１１０で待機する。
【００９７】
入力端子Ｄ５が「Ｈ」レベルになると、ステップＳＴ１１１で、ＣＰＵ－ＩＣ４０は、出
力端子Ｐ４、５よりデータを選択しながら、入力端子Ｄ１～Ｄ４より気圧測定値のＡ／Ｄ
変換結果を取り込む。ステップＳＴ１１２では、コアＣＰＵ２０１がＡ／Ｄ変換結果に定
数を加算および乗算して気圧値６０３を計算する。ステップＳＴ１１３では、コアＣＰＵ
２０１が気圧針１１の針位置６０４を計算し、現在の針位置６０６との差６０８を計算す
る。併せて、コアＣＰＵ２０１が小気圧針１０の針位置６０５を計算し、現在の針位置６
０７との差６０９を計算する。ステップＳＴ１１４で、針位置の差６０８、６０９が正の
場合には、正回転駆動パルスを、負の場合には、逆回転駆動パルスを差６０８、６０９に
相当するパルス数だけＢ系列およびＤ系列のモータドライバ２１１、２１３から出力する
。その結果、気圧針１１および小気圧針１０は、所定の位置まで回転し、測定した気圧値
を表示する。
【００９８】
ステップＳＴ１１５で、このときのタイミングが正３０分である場合には、ステップＳＴ
１１６で、３時間前の気圧測定値６１１と今回測定した測定値６０３との差６１２を計算
し、ステップＳＴ１１７で必要な数だけのパルスをＤ系列のステップモータを駆動する。
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その結果、気圧傾向針２１は、所定の位置まで回転し、気圧差６１３を表示する。
【００９９】
なお、ステップＳＴ１０４において、分の桁上がりがあると判断した以降、ステップＳＴ
１０６で正１０分でない場合、またはステップＳＴ１１５で正３０分でないと判断した後
には、ステップＳＴ１１８において、データメモリ１０４に記憶されているアラームのセ
ット時刻６１０と現在の時刻６０２とを比較する。アラームのセット時刻６１０と現在の
時刻６０２とが一致していた場合には、コアＣＰＵ２０１からの命令によりサウンドジェ
ネレータ２０８がアラーム発生指令信号を出力してトランジスタ９６を駆動し、アラーム
を鳴鐘する。以降、次の割り込みがあるまで、他の処理に移行する。
【０１００】
〔実施例２〕
次に、本発明の実施例２を説明する。なお、本例のセンサ付き多機能電子時計は、基本的
な構成が実施例１に係るセンサ付き多機能電子時計と同様であるため、共通する機能を有
する部分には同じ符号を付してそれらの説明を省略する。
【０１０１】
本例では、図１７に示すように、ＣＰＵ－ＩＣ４０のデータメモリ２０４は、秒カウンタ
６０１、時分カウンタ６０２、気圧値６０３、気圧針針位置６０４、小気圧針針位置６０
５、気圧針の現在の針位置６０６、小気圧針の現在の針位置６０７、気圧針針位置と現在
の針位置との差６０８、小気圧針針位置と現在の針位置との差６０９、アラームセット時
刻６１０、３時間前の気圧６１１、３時間前との気圧差６１２に加えて、最低気圧６１３
、気圧補正モード６１４、および電池寿命６１５をも記憶するようになっている。
【０１０２】
以下に、本例のセンサ付き多機能電子時計で行なわれる動作を、図１８を参照して説明す
る。図１８は、本例のセンサ付き多機能電子時計の表示動作を示すフローチャートである
。
【０１０３】
１Ｈｚのタイマ割り込みが発生すると、ステップＳＴ２０１で端子ＲＡ２がＯＦＦである
か否か、すなわち、三時龍頭１６が２段階引き出されているか否かを判断する。三時龍頭
１６が２段階引き出されていない場合には、現在時刻をカウントするために、ステップＳ
Ｔ２０２でデータメモリ２０４の秒カウンタ６０１に「１」を加算する。次に、ステップ
ＳＴ２０３でデータメモリ２０４に電池寿命表示実行中であることを示すフラグが「１」
か「０」であるかを判断する。ここで、フラグが「１」であるとは、電池の寿命が尽きつ
つあるため、２秒ごとに２ステップの運針を行なって、使用者に電池寿命が尽きつつある
ことを知らせる。これに対し、フラグが「０」である場合には、通常の運針を行なう。
【０１０４】
通常運針では、ステップＳＴ２０４で分の桁上げがあるか否かを判断し、桁上げがある場
合には、ステップＳＴ２０５で時分カウンタ６０２に「１」を加算した後、ステップＳＴ
２０６で正１０分であるか否かを判断する。ここで、正１０分であると判断した場合には
、ステップＳＴ２０７でステップモータに正回転パルスを１発出力し、以下の気圧測定お
よび気圧表示の処理を行なう。このときの正回転パルスは、以降に行なうＡ／Ｄ変換の処
理を行う時間を確保できるように、大きなトルクで指針を駆動し、運針を短時間のうちに
実行するようになっている。
【０１０５】
気圧測定の処理では、まず、ステップＳＴ２０８で出力端子Ｐ１より３２７６８Ｈｚのク
ロック信号を出力した後、ステップＳＴ２０９～ステップＳＴ２１０で、出力端子Ｐ２～
Ｐ５を順次、「Ｈ」レベルとする。Ａ／Ｄ変換ＩＣ７６でのＡ／Ｄ変換が終了すると、Ａ
／Ｄ変換ＩＣ７６の出力端子Ｏ５が「Ｈ」レベルになるので、ＣＰＵ－ＩＣ４０は、入力
端子Ｄ５が「Ｈ」レベルになるまで、ステップＳＴ２１１で待機する。
【０１０６】
入力端子Ｄ５が「Ｈ」レベルになると、ステップＳＴ２１２で、ＣＰＵ－ＩＣ４０は、出
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力端子Ｐ４、５よりデータを選択しながら、入力端子Ｄ１～Ｄ４より気圧測定値のＡ／Ｄ
変換結果を取り込む。ステップＳＴ２１３では、コアＣＰＵ２０１がＡ／Ｄ変換結果に定
数を加算および乗算して気圧値６０３を計算する。ステップＳＴ２１４では、気圧針１１
および小気圧針１０の針位置６０４、６０５を計算し、現在の針位置６０６、６０７との
差６０８、６０９を計算する。ステップＳＴ２１５で、針位置の差６０８、６０９が正の
場合には、正回転駆動パルスを、負の場合には、逆回転駆動パルスを差６０８、６０９に
相当するパルス数だけＢ系列およびＤ系列のモータドライバ２１１、２１２から出力する
。その結果、気圧針１１および小気圧針１０は、所定の位置まで回転し、測定した気圧値
を表示する。
【０１０７】
次に、ステップＳＴ２１７で、今回の測定値がデータメモリ２０４に記憶された過去の最
低気圧６１３より小さい場合には、最低気圧６１３の内容を今回の測定値に変更する。
【０１０８】
ステップＳＴ２１８では、このときのタイミングが正３０分であるか否かを判断し、正３
０分である場合には、ステップＳＴ２１９で、３時間前の気圧測定値６１１と今回測定し
た測定値６０３との差６１２を計算する。ステップＳＴ２２０では、必要な数だけのパル
スを出力し、Ｄ系列のステップモータ４７を駆動する。その結果、気圧傾向針２１は、所
定の位置で気圧差を表示する。
【０１０９】
なお、ステップＳＴ２１６で今回の測定値がデータメモリ２０４に記憶された過去の最低
気圧６１３より大きい場合には、最低気圧６１３の内容を更新せずに、ステップＳＴ２１
８でこのタイミングが正３０分であるか否かを判断する。
【０１１０】
次に、ステップＳＴ２２１で電池電圧が低下しているか否かを判断し、低下してない場合
には、ステップＳＴ２２２でアラームセット時刻と現在時刻とを比較する。現在時刻がア
ラームセット時刻と一致していた場合には、ステップＳＴ２２３でアラームを発生させた
後に、他の処理に移行する。これに対し、ステップＳＴ２２１で電池寿命が尽きつつある
と判断した場合にはフラグ「１」をセットした後、アラーム処理を行なわずに他の処理に
移行する。
【０１１１】
本例では、ステップＳＴ２０４で分の桁上がりがないと判断した場合には、ステップＳＴ
２２５でＡ系列のステップモータに補正運針パルスを１発出力し、しかる後に、処理に移
行する。同様に、ステップＳＴ２０６で正１０分でないと判断した場合にも、ステップＳ
Ｔ２２６でＡ系列のステップモータに補正運針パルスを１発出力し、しかる後に、他の処
理に移行する。これらの場合には、気圧測定の処理を行なわない。ここで行なう運針方法
は、気圧の測定を行なうときの運針に比して、小さなトルクで運針を行い、その消費電力
を節約している。すなわち、圧力センサ５６のデータ測定期間と、その休止期間との間で
時刻表示用指針の運針方法を切り換える運針方法切換手段が構成されている。従って、セ
ンサ付きのアナログ電子時計、またはアナログデジタル両表示の電子時計において、補正
駆動方式を採用しても、圧力センサ５６の測定期間における運針を短時間に済ませること
によって、センサの測定結果のデジタル化に要する時間を充分に確保できる。
【０１１２】
また、ステップＳＴ２０３で電池の寿命が尽きつつあると判断した場合には、使用者に電
池寿命が尽きつつあることを認識させるための運針を行なう。すなわち、ステップＳＴ２
２７で偶数秒でないと判断した場合には、他の処理に移行し、運針しない。これに対し、
ステップＳＴ２２７で偶数秒であると判断した場合には、ステップＳＴ２２８で正回転パ
ルスを２発（２秒分）出力した後に、他の処理に移行する。従って、２秒毎に２ステップ
の運針を行なうため、使用者に電池寿命が尽きつつあることを知らせることができる。な
お、この場合には、気圧の測定を行なわない。
【０１１３】
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このようにして、本例では、付加機能駆動手段として構成したアラーム手段の動作タイミ
ングに合わせて、電源電圧を監視する電源電圧検出手段と、その監視結果に基づいて運針
方法を変える駆動制御手段が構成されている。従って、電源電圧を監視するタイミングの
みを制御する特別の計数手段を設けなくても、電源電圧の監視、およびそれに対応した制
御を行なうことができる。
【０１１４】
本例では、Ｂ系統のステップモータ３５へのパルス出力において、図１９に示すフローチ
ャートに従って気圧針１１を回転させるバックラッシュ防止手段が構成されているので、
バックラッシュに起因する表示のずれが発生しない。
【０１１５】
ここで、気圧表示第１中間車３７、気圧表示第２中間車３８、気圧表示車３９によるバッ
クラッシュは、駆動パルス１ステップ分に相等する大きさとする。
【０１１６】
図１９において、ステップＳＴ３０１でＢ系列のステップモータ３５およびＤ系列のステ
ップモータ４７に駆動パルスを出力した後、ステップＳＴ３０２でＢ系列のステップモー
タ３５による今回の表示位置と、現在の表示位置とを比較する。ここで、今回の表示位置
が現在の表示位置より大きいと判断した場合には、ステップＳＴ３０３でステップモータ
３５による前回の運針方向が正回転方向か否かを判断する。
【０１１７】
ステップＳＴ３０３で、前回の運針方向が正回転方向であると判断した場合には、ステッ
プＳＴ３０４でステップモータ３５を駆動して今回の表示を行なう。すなわち、今回の表
示位置から前回の表示位置との差に相当する数だけの正回転方向の駆動パルスをステップ
モータ３５に出力する。
【０１１８】
これに対し、ステップＳＴ３０３で、前回の運針方向が逆回転方向であると判断した場合
には、ステップＳＴ３０５では、今回の表示位置から前回の表示位置との差に相当する数
に対して１発余分の正回転方向の駆動パルスをステップモータ３５に出力する。従って、
第１の気圧表示用中間車３７、第２の気圧表示用中間車３８、および気圧表示車３９のバ
ックラッシュが補正され、気圧針１１は、指示ずれのない状態で気圧値を表示する。
【０１１９】
これに対して、ステップＳＴ３０２で今回の表示位置が現在の表示位置より大きいと判断
した場合には、ステップＳＴ３１０でＢ系列のステップモータ３５による今回の表示位置
と、現在の表示位置とを比較する。ここで、今回の表示位置が現在の表示位置より小さい
と判断した場合には、ステップＳＴ３１１でステップモータ３５による前回の運針方向が
逆回転方向か否かを判断する。ステップＳＴ３１１で、前回の運針方向が逆回転方向であ
ると判断した場合には、ステップＳＴ３１２今回の表示位置から前回の表示位置との差に
相当する数だけの正回転方向の駆動パルスをステップモータ３５に出力する。ステップＳ
Ｔ３１１で、前回の運針方向が正回転方向であると判断した場合には、ステップＳＴ３１
３では、今回の表示位置から前回の表示位置との差に相当する数に対して１発余分の逆回
転方向の駆動パルスをステップモータ３５に出力する。従って、この場合も、バックラッ
シュが補正され、気圧針１１は、指示ずれのない状態で気圧値を表示する。
【０１２０】
次に、ステップＳＴ３０６でＤ系列のステップモータ４７による今回の表示位置が現在の
表示位置より大きいか否かを判断する。ここで、今回の表示位置が現在の表示位置より大
きいと判断した場合には、ステップＳＴ３０７で今回の表示位置から前回の表示位置との
差に相当する数の正回転方向の駆動パルスをステップモータ４７に出力する。これに対し
、ステップＳＴ３０６で今回の表示位置が現在の表示位置より大きくないと判断した場合
には、ステップＳＴ３０８で今回の表示位置が現在の表示位置より小さいか否かを判断す
る。ステップＳＴ３０６で今回の表示位置が現在の表示位置より小さいと判断した場合に
は、ステップＳＴ３０９で今回の表示位置から前回の表示位置との差に相当する数の逆回
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転方向の駆動パルスをステップモータ４７に出力する。
【０１２１】
なお、ステップＳＴ３１０で今回の表示位置が現在の表示位置より小さくないと判断した
場合には、同じ表示位置であるとして、ステップモータ４７の駆動を行なわない。
【０１２２】
（小気圧針と気圧傾向針の０位置合わせの処理）
次に、小気圧針１０と、気圧傾向針２１の０位置合わせの処理を、図２０を参照して、説
明する。この処理は、小気圧針１０と、気圧傾向針２１の０位置がずれた場合に、三時龍
頭１６を二段階引き出した状態で二時ボタン１２および十時ボタン１３を同時に押すこと
により行なう。
【０１２３】
図２０において、まず、ステップＳＴ４０１で端子Ｒ２ＡがＯＮであるか否かに基づいて
、三時龍頭１６が二段階引き出されているか否かを判断し、ＯＮであると判断した場合に
は、ステップＳＴ４０２で端子ＡがＯＦＦからＯＮに切り換わったか否かを判断する。こ
こで、二時ボタン１２が押されて端子ＡがＯＦＦからＯＮに切り換わったと判断した場合
には、ステップＳＴ４０３で０位置合わせのモードに入ったか否かを判断する。
【０１２４】
ステップＳＴ４０３で０位置合わせのモードに入っていないと判断した場合には、Ｄ系列
のステップモータ４７に対し、８００発の逆回転パルスを出力する。ここで、気圧傾向針
２１の目安表示車５３には、図８を参照して先に説明したように、左右対称に１５枚の歯
形が２組形成され、歯形のない部分がある。従って、小気圧針１０と、気圧傾向針２１と
は、歯形が形成されている部分の端部に規定された位置で停止する。パルスの出力が終了
すると、ステップＳＴ４０５で０位置合わせのモードに入る。
【０１２５】
従って、再度、割り込みがあった以降、ステップＳＴ４０３で０位置合わせモードに入っ
ていると判断した場合には、ステップＳＴ４０６でステップモータ４７に正回転パルスを
１発出力して、気圧傾向針２１の０位置を調整する。
【０１２６】
なお、図２０に示すフローチャートに代えて、図２１に示すフローチャートに基づいて０
位置合わせを行なうことにより、０位置合わせを短時間で行なうことができる。
【０１２７】
図２１において、ステップＳＴ５０１で端子Ｒ２ＡがＯＮであるか否かを判断し、ＯＮで
あると判断した場合に、ステップＳＴ５０２で二時ボタン１２が押された否かを判断する
。ここで、二時ボタン１２が押されたと判断した場合には、ステップＳＴ５０３で０位置
合わせのモード中であるか否かを判断する。
【０１２８】
ここで、０位置合わせのモードに入っていないと判断した場合には、ステップＳＴ５０４
でＤ系列のステップモータ４７に対して８００発の逆回転パルスを出力して、気圧傾向針
２１を逆方向（反時計周りの方向）に回転させる。このとき、気圧傾向針２１には、その
一部にのみ歯形が形成されているため、小気圧針１０と、気圧傾向針２１とは、歯形が形
成されている部分の端部で停止する。その後に、ステップＳＴ５０５でステップモータ４
７に対して３６０発の正回転パルスを出力して、気圧傾向針２１を時計周りに回転させる
。その結果、気圧傾向針２１は、０位置の手前で停止した状態にあり、ステップＳＴ５０
６でパルスの出力が終了すると、０位置合わせモードになる。
【０１２９】
以降、割り込みあって、ステップＳＴ５０３で０位置合わせモードに入っていると判断し
た場合には、ステップＳＴ５０７でステップモータ４７に正回転パルスを１発出力する。
その結果、気圧傾向針２１は、すでに０位置の手前で停止した状態にあるので、正回転パ
ルスで０位置に合う。
【０１３０】
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このようにして、本例では、歯形の非形成部分を利用して、指針の回転を停止させた後に
、この停止位置を基準に指針の位置を調整する指針位置調整手段が構成されているので、
簡単、かつ正確に指針位置の調整を行なうことができる。
【０１３１】
（気圧最低値の呼出動作）
次に、測定した気圧値の最低値を表示するための動作を、図２２を参照して説明する。
【０１３２】
図２２において、ステップＳＴ６０１では、端子ＲＡ１、ＲＡ２がＯＦＦ、すなわち、三
時龍頭１６が通常位置にあるか否かを判断する。ここで、三時龍頭１６が通常位置にある
と判断した場合には、ステップＳＴ６０２で十時ボタン１３（Ｂスイッチ）が押されたか
否かを判断する。ステップＳＴ６０２で十時ボタン１３が押されたと判断すると、ステッ
プＳＴ６０３で気圧を一回測定し、その測定値を過去１０分毎の最低値であるデータメモ
リ２０４の最低気圧６１３と比較する。
【０１３３】
ここで、今回の測定値が最低気圧値である場合には、今回の測定値をデータメモリ２０４
の最低気圧６１３に書き込んだ後に、ステップＳＴ６０６で最低気圧６１３を表示する。
このようにして、最低気圧６１３（特定データ）を表示直前に更新する特定データ更新手
段が構成されているので、最新のデータに基づいて情報を表示できる。
【０１３４】
これに対して、今回の測定値が、これまでの最低気圧値より大きかった場合には、そのま
まステップＳＴ６０６で最低気圧６１３を表示する。
【０１３５】
（気圧針を校正するための動作）
気圧の測定値を校正するための動作を、図２３を参照して説明する。この動作は、たとえ
ば、気圧値がずれた場合に、気圧基準器などを合わせるときに行なう。具体的には、三時
龍頭１６を一段階引き出した状態で二時ボタン１２および十時ボタン１３の双方を同時に
押すことによって行なう。
【０１３６】
図２３において、ステップＳＴ７０１で端子ＲＡ１がＯＮであるか否か、すなわち、三時
龍頭１６が一段階引き出されているか否かを判断する。ここで、端子ＲＡ１がＯＮである
と判断した場合には、ステップＳＴ７０２で気圧値補正モードになっているか否かを判断
する。このときの判断は、データメモリ２０４のフラグが「０」であるか否かに基づいて
行ない、データメモリ２０４のフラグが「０」である場合には、気圧値補正モードに入っ
ていないと判断する。
【０１３７】
気圧値補正モードに入っていないと判断し、かつ、ステップＳＴ７０３で二時ボタン１２
（Ａスイッチ）および十時ボタン１３（Ｂスイッチ）の双方が同時に押されたと判断する
と、ステップＳＴ７０４で気圧値を測定する。次に、ステップＳＴ７０５で二時ボタン１
２（Ａスイッチ）および十時ボタン１３（Ｂスイッチ）が２秒以上押されたと判断した場
合には、まず、ステップＳＴ７０６で測定値を表示する。しかる後に、ステップＳＴ７０
７で気圧値の補正を行なうとして、データメモリ２０４のフラグに「１」を書き込んだ後
に、ステップＳＴ７０８でその旨を知らせる報知音を鳴らす。
【０１３８】
以降、割り込みがあって、ステップＳＴ７０２で気圧補正モードになっていると判断し、
かつ、ステップＳＴ７０９で二時ボタン１２（Ａスイッチ）が押されたと判断した場合に
は、ステップＳＴ７１０で気圧の測定値に１ｈＰａを加算する補正を行なう。しかる後に
、ステップＳＴ７１１で補正された気圧値を表示する。
【０１３９】
これに対し、ステップＳＴ７１２で十時ボタン１３（Ｂスイッチ）が押されたと判断した
場合には、ステップＳＴ７１３で気圧の測定値に１ｈＰａを減算する補正を行なう。しか
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る後に、ステップＳＴ７１１で補正された気圧値を表示する。
【０１４０】
このように、本例では、校正可能なモードに入る操作中に気圧値を測定した後にそのまま
表示させる校正手段を構成したので、正確な校正を行なうことができる。しかも、気圧計
測を実行した後に、電力を必要とする報知音を鳴らす報知音発生手段を構成したので、電
圧変動による気圧計測誤差が小さい。それ故、信頼性の高い校正を行なうことができる。
【０１４１】
（気圧傾向針が行なう気圧変化の表示に対する補正の動作）
次に、気圧傾向針が気圧変化を表示するときに、移動などに起因する急激な気圧変化を除
外するための補正処理の一例を、図２４を参照して説明する。
【０１４２】
本例の補正方法では、まず、所定の時間内に一定以上の気圧変化があった場合には、その
データを用いず、それを他のデータで補完する。さらに、変化が大きなデータが多数あっ
た場合には、補完処理を行なわない。
【０１４３】
たとえば、３時間（単位期間）の気圧差を比較するにあたって、基本的には、３時間前か
ら現在まで、３０分毎に気圧の測定値の差を求め、これらの６つの気圧差のデータの和を
気圧差として３時間毎に表示する。ここで、３０分毎の気圧差のデータのうち２ｈＰａ以
上のデータを棄てて、残るデータの和に基づいて気圧の変化量を求める。すなわち、所定
の単位期間内にセンサが測定した一定時間毎の環境データの変化量を示すデータ群のうち
、所定の値より大きな値のデータを異常データと判断する異常データ検出手段と、データ
群から異常データを除いたデータに基づいて、単位期間が経過する前後の環境データの変
化量に補完した内容を表示内容として演算するデータ補正手段とを設けてある。
【０１４４】
また、３０分毎の気圧差のデータのうち、２ｈＰａ以上のデータの数が５個以上の場合に
は、補完処理を行なわずに、６つの気圧差のデータの和をそのまま気圧の差とする。
【０１４５】
このような処理を行なう目的に、図２４において、まず、ステップＳＴ８０１～ステップ
ＳＴ８０４で、ある時刻での気圧の測定値と、この時刻から３０分前の気圧の測定値との
差Ｄｎを順次求める。
【０１４６】
次に、ステップＳＴ８０５～ステップＳＴ８０７で変数を初期化する。ステップＳＴ８０
８～ステップＳＴ８１２では、３０分毎の各気圧の差Ｄｎの絶対値が２ｈＰａ以上である
か否かを判断しながら、２ｈＰａ以上の変化量をもつデータを棄てるとともに、棄てたデ
ータの数ｍと、残ったデータの和Ｓとを求める。
【０１４７】
次に、ステップＳＴ８１３で棄てたデータの数ｍが５以上であるか否かを判断する。ここ
で、棄てたデータの数ｍが５未満であると判断した場合には、和Ｓに対し、６／（６－ｍ
）を乗じた値を求め、この値を気圧差として表示する。これに対して、棄てたデータの数
ｍが５以上である場合には、６つの気圧差のデータの和Ｓをそのまま気圧の差とする。
【０１４８】
このような補正方法を用いれば、海抜差の大きな地点を通過したことに起因する気圧の大
きな変化があっても、このデータは、棄てられる。
【０１４９】
なお、図２４に示す方法において、ステップＳＴ８１４では、和Ｓに対して、（６／６－
ｍ）を乗じているが、たとえば、ｍが１の場合には、有効なデータの和Ｓをそのまま使用
し、ｍが２の場合には、有効なデータの和Ｓに１．５を乗じ、ｍが３または４の場合には
、有効なデータの和Ｓに２を乗じてもよい。このようにして、処理を簡素化すれば、バイ
ナリーでの演算が簡単になるので、表示の高速化および省電力化に有利である。
【０１５０】
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また、気圧の差を求める際に行なう補正方法としては、図２５に示す方法を用いてもよい
。
【０１５１】
この方法では、気圧差を算出するのに単純に２点間の気圧差を求めるのではなく、時間的
に離れたデータ同士の比較も行なう。
【０１５２】
たとえば、３時間（単位期間）における気圧差を求める場合には、単位時間を１時間ずつ
３分割し、まず、１時と２時の気圧変化を計算する。この計算にあたって、基本的には、
０時４０分の気圧測定値（データａ１）、０時５０分の気圧測定値（データａ２）、およ
び１時００分の気圧測定値（データａ３）の平均値ａと、１時４０分の気圧測定値（デー
タｂ１）、１時５０分の気圧測定値（データｂ２）、および２時００分の気圧測定値（デ
ータｂ３）の平均値ｂとを求め、平均値ａと平均値ｂとの差を求める。
【０１５３】
ここで、データａ１とデータａ２の差が一定値以上、かつ、データａ１とデータａ３の差
が一定値以上であって、データａ２とデータａ３の差が一定値未満の場合には、平均値ａ
をデータａ２とデータａ３とから求め、データａ１を異常データであるとして棄てる。ま
た、棄てるデータの数が一定以上あった場合には、補正を行なわずに、データａ１、ａ２
、ａ３から平均値ａを求める。
【０１５４】
このようにして各期間毎の平均値を求めるために、図２５において、ステップＳＴ９０１
では、データａ１とデータａ２の差の絶対値が３ｈＰａ以上であるか否かを判断する。ス
テップＳＴ９０２、およびステップＳＴ９０３では、データａ１とデータａ３の差の絶対
値が３ｈＰａ以上であるか否かを判断する。ステップＳＴ９０４、ステップＳＴ９０５、
およびステップＳＴ９０６では、データａ２とデータａ３の差の絶対値が３ｈＰａ以上で
あるか否かを判断する。
【０１５５】
その結果、ステップＳＴ９０１でデータａ１とデータａ２の差の絶対値が３ｈＰａ以上で
ないと判断した場合に、ステップＳＴ９０２でデータａ１とデータａ３の差の絶対値が３
ｈＰａ以上でないと判断すると、ステップＳＴ９０７でデータａ１、ａ２、ａ３から平均
値ａを求める。すなわち、差の絶対値が３ｈＰａ以上でないと判断した演算に用いたデー
タのみを平均値ａの算出に用いる。
【０１５６】
たとえば、ステップＳＴ９０１で差が３ｈＰａ以上であると判断しても、ステップＳＴ９
０３で差が３ｈＰａ以上でないと判断し、かつ、ステップＳＴ９０５で差が３ｈＰａ以上
でないと判断した場合には、ステップＳＴ９０７でデータａ１、ａ２、ａ３から平均値ａ
を求める。すなわち、補正処理を行なわない。
【０１５７】
また、ステップＳＴ９０１、ステップＳＴ９０３、およびステップＳＴ９０６のいずれの
判断においても、差が３ｈＰａ以上であると判断した場合には、ステップＳＴ９０７でデ
ータａ１、ａ２、ａ３から平均値ａを求める。すなわち、補正処理を行なわない。
【０１５８】
これに対し、３回の比較の結果、ステップＳＴ９０１で行なった判断のみで差が３ｈＰａ
以上でないと判断し、他の２回の判断では、差が３ｈＰａ以上であると判断した場合には
、ステップＳＴ９０８において、ステップＳＴ９０１での判断に用いたデータａ１、ａ２
から平均値ａを求める。同様に、ステップＳＴ９０５でのみ差が３ｈＰａ以上でないと判
断した場合には、ステップＳＴ９０９において、データａ１、ａ３から平均値ａを求める
。同様に、ステップＳＴ９０６でのみ差が３ｈＰａ以上でないと判断した場合には、ステ
ップＳＴ９１０において、データａ２、ａ３から平均値ａを求める。
【０１５９】
このようにして、センサの測定結果のうちから異常データの有無を検出する異常データ検
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出手段と、この異常データ検出手段による検出結果に基づいて、センサの測定結果から異
常データを除いたデータに基づいて表示内容を演算するデータ補正手段とを構成してある
ので、異常な値が表示されない。しかも、異常データ検出手段は、所定の単位期間を等分
割した各期間内でセンサが一定時間毎に計測したデータ群のうち、他のいずれのデータに
対しても差が所定の設定値より大きなデータを異常データとし、データ補正手段は、異常
データを除いたデータからの等分割した期間毎に平均値を演算し、これらの平均値に基づ
いて、単位期間が経過する前後の環境データの変化量を表示内容として演算する。それ故
、補正の精度が高い。
【０１６０】
なお、このようにして求めた平均値ａからさらに長時間の気圧変化を補正処理することも
できる。たとえば、図２４に示すフローチャートのステップＳＴ８０２では、ある測定値
と、その３０分前の測定値とを比較して気圧値の差Ｄｎを求めているが、３０分前の測定
値に代えて、図２５に示すフローチャートに基づいて行なった処理で求めた平均値毎に異
常を確認して単位時間毎の気圧の変化量を求めてもよい。
【０１６１】
【発明の効果】
　本発明は、気圧値などの環境データの変化量を表示する変化量表示用指針を設けたので
、環境の変化を指針により簡単に視認でき、たとえば、天候が回復傾向にあるか、下り坂
傾向にあるかを簡単に知ることができる。
【０１６９】
本発明では、環境データ表示手段に対し、特定データを表示する直前にセンサに環境デー
タを測定させる特定データ更新手段を設けたので、最新の情報に基づいて情報を表示でき
る。また、途中に異常なデータが検出されても、それを表示することがない。
【０１７０】
本発明では、センサの測定結果と表示とのずれを校正するための校正手段に、校正動作の
途中にもセンサの環境データを測定させるので、正確な校正を行なうことができる。しか
も、校正動作を開始した直後に報知音を発生するので、校正中に電圧の降下がなく、安定
した状態で校正を行なうことができる。
【０１７１】
本発明では、センサの測定結果のうちから異常データの有無を検出する異常データ検出手
段を設け、異常データを除いて表示内容を演算するので、正確な情報を表示することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係るセンサ付き多機能電子時計の要部の外観を示す平面図であ
る。
【図２】図１に示すセンサ付き多機能電子時計の内部を裏蓋側からみた底面図である。
【図３】図１に示すセンサ付き多機能電子時計において、通常時刻を表示するための駆動
系の構成を示す断面図である。
【図４】図１に示すセンサ付き多機能電子時計を八時側で切断して、通常時刻を表示する
ための駆動系の構成を示す断面図である。
【図５】図１に示すセンサ付き多機能電子時計を九時側で切断して、通常時刻を表示する
ための駆動系の構成を示す断面図である。
【図６】図１に示すセンサ付き多機能電子時計を十時側で切断して、気圧値を表示するた
めの駆動系の構成を示す断面図である。
【図７】図１に示すセンサ付き多機能電子時計を十二時側で切断して、アラーム時刻を表
示するための駆動系の構成を示す断面図である。
【図８】図１に示すセンサ付き多機能電子時計において、気圧傾向針、およびそれと一体
に回転する目安表示車の構成を示す平面図である。
【図９】図１に示すセンサ付き多機能電子時計を二時側で切断して、センサの配置構造を
示す断面図である。
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【図１０】図９とは別のセンサの配置構造を示す断面図である。
【図１１】図１に示すセンサ付き多機能電子時計における電池、ＩＣ、およびセンサの配
置構造を裏蓋側からみた底面図である。
【図１２】図１に示すセンサ付き多機能電子時計の回路配線図である。
【図１３】図１に示すセンサ付き多機能電子時計のＣＰＵ－ＩＣの機能を示すブロック図
である。
【図１４】本発明の実施例１に係るセンサ付き多機能電子時計のＣＰＵ－ＩＣのメモリマ
ップを示す説明図である。
【図１５】本発明の実施例１に係るセンサ付き多機能電子時計の基本動作を示すフローチ
ャートである。
【図１６】図１に示すセンサ付き多機能電子時計のＡ／Ｄ変換ＩＣの機能を示すブロック
図である。
【図１７】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計のＣＰＵ－ＩＣのメモリマ
ップを示す説明図である。
【図１８】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計の基本動作を示すフローチ
ャートである。
【図１９】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計の気圧表示動作を示すフロ
ーチャートである。
【図２０】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計における小気圧針および気
圧傾向針の０点位置の調整動作を示すフローチャートである。
【図２１】図２０とは別の０点位置の調整動作を示すフローチャートである。
【図２２】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計における最低気圧値の表示
動作を示すフローチャートである。
【図２３】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計における表示の校正動作を
示すフローチャートである。
【図２４】本発明の実施例２に係るセンサ付き多機能電子時計におけるデータの補正動作
を示すフローチャートである。
【図２５】図２４とは別のデータの補正動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
Ｗ・・・センサ付き多機能電子時計
１・・・時針
２・・・分針
３・・・秒針
４・・・二十四時針
８・・・アラーム時針
９・・・アラーム分針
１０・・・小気圧針
１１・・・気圧針
１２・・・二時ボタン
１３・・・十時ボタン
１４・・・八時ボタン
１５・・・四時龍頭
１６・・・三時龍頭
１７・・・ダイヤルリング
１８・・・気圧目盛り
１９・・・回転ベゼル
２０・・・高度目盛り
２１・・・気圧傾向針
２３、３５、５４、４７・・・ステップモータ
３２・・・外装ケース

10

20

30

40

50

(22) JP 3653746 B2 2005.6.2



３２ａ・・・第２の貫通孔
４０・・・ＣＰＵ－ＩＣ
５５・・・地板（基板）
５５ａ・・・センサ収納部
５５ｂ、５５ｄ・・・第１の貫通孔
５６・・・圧力センサ
５７・・・第１のパッキン
５９・・・第２のパッキン
７６・・・Ａ／Ｄ変換ＩＣ
７４・・・電池 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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